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　いまや、全国区の知名度を誇る“佐世保バーガー”。
みなと街佐世保にアメリカ文化の「ハンバーガー」
がやってきたのは、昭和25年ごろのこと。以来、ア
メリカ海軍関係者からの直伝レシピに佐世保流のア
レンジを加え、佐世保の味として育ってきました。
　「手作りでこだわりのあるメイドイン佐世保
のハンバーガー」を、一過性のブームでは
なく本物の名物料理として定着させ、観
光客誘致にもつなげるために、佐世保
バーガー認定制度を設け、市内事業
者が取り組む「本物づくり」を応援
します。
　対象は、市内で「佐世保バーガー」
の製造を行う（市内に主たる事業所が
ある）業者で、佐世保バーガー専門店と
専門店以外の佐世保バーガー提供店です。
　①コンセプト、②独自性・主体性、③信頼性、④
地産地消、⑤将来性の5つを認定基準に、審議が行
われます。
　認定事業者は佐世保バーガーマップに掲載され、
佐世保バーガー認定証が贈られます。

《申請方法》
受付期限　1月31日（水）
申請場所　佐世保バーガー認定委員会事務局
　　　　　　三浦町21-1　JR佐世保駅構内
　　　　　　（財）佐世保観光コンベンション協会事
　　　 務局内

申 請 書　同事務局にて配布中
　　　　佐世保観光コンベンショ ン協
　　　会ホームページからも入手可能
　　　（http://www.sasebo99.com)
  申 請 料　無料
　提出方法　同事務局へ必ず持参し、
　　   申請内容について、口頭
　　 　 での説明が必要

　 認定期間　平成21年12月31日まで
　　 　 　 　 　 　（概ね3年間）
※有効期限満了の場合、再度申請が必要

●お尋ね　佐世保バーガー認定委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　（緯0956-23-3369）

　宇久島には、平安時代の終わりに壇ノ浦の合戦に
敗れた 平  家  盛 公が安住の地を求めてたどり着き、漁

たいらの いえ もり

に出ていた島の 海士 たちに助けられた、という伝説
あまんし

が伝えられています。
　この伝説を基に、宇久島では例年11月に「平家ま
つり」が開催されています。

　ことしは、11月18日と19日の2日間、宇久島の玄
関口・平港の正面にある盛洲公園をメイン会場とし
て開催されました。
　まつりでは五島藩の 始  祖 

し そ

である家盛公の上陸の様子
が再現され、赤い 鎧  兜 に旗

よろい かぶと

を持った武者行列はまるで
絵巻物を見ているかのよう
でした。また、郷土芸能や
よさこい演舞の披露、和船
 漕 ぎ競争、さらには、地元
こ

で採れた農水産物の販売な
ども行われました。
　合併後初めて行われた今
回のまつりには、市内本土
からもツアー等により多くの人たちが訪れ、大盛況
のうちに幕を閉じました。

●お尋ね　市役所合併地域行政課
　　　　　　　　　　　　　　（緯0956-24-1111）

“““““““““““““““““““““佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保バババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー”””””””””””””””””””””認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度スススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー“佐世保バーガー”認定制度スタートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

「平家まつり」が盛大に開催されました！

　　▲武者行列
　　▼和船漕ぎ競争

絹やなせたかし・SASEBO

　　　　　　　　　　～協働によるまちづくり～

　　　　　　  「こんなまちだったらいいのになぁ」
　　　　　　というまちづくりへの思いを持った
　　　　　　　　　あなた。地域デビューが期待
　　　　　　　　　されている団塊世代のあなた。
　　　　　　　　　ボランティア活動やNPO活動、
　　　　　　　　　町内会・自治会活動参加への
　　　　　　　　　“初めの一歩”を踏み出すきっ
　　　　　　　　　かけを、見つけてみませんか。
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と　　き　1月25日（木）19時～20時30分
と こ ろ　アルカスSASEBO3階・大会議室
テ ー マ　“協働”のまちづくり
　　　　　　～まちづくりはひとづくり～
講　　師　ふくおかNPOセンター 　 古 

こ

 賀  桃  子 さん
が もも こ

定　　員　150人（入場無料）
申し込み　前日までに、電話かファクスで同室へ
　　　　　煙ファクス0956-25-9675

●お尋ね　市役所市民協働推進室
　　　　　　　　　　　　　（緯0956-24-1111）

　本市は、平成17年に市民と行政が対等・平等な
パートナーとなり、協力してまちづくりを進めるこ
とを目指した「市民協働推進指針」を策定しました。
　それを基に、市民委員で構成する市民協働推進
委員会が「市民協働推進計画」の検討に取り組み、
このほど、中間報告書が提出されました。この中
には、市民活動団体の人材育成支援や財政的支援、
市民がまちづくりに参加しやすい仕組みづくりな
どについての提言が盛り込まれています。
　この中間報告書について市民の皆さんからご意
見を募集します。
　寄せられたご意見も参考に、再度同委員会で検
討し、ことし秋ごろに最終報告書が提出されます。
　皆さんも、まちづくりについて一緒に考えてみ
ませんか。

募集期間　1月5日（金）～31日（水）必着
閲覧場所　市役所市民協働推進室、各支所、各行
　　　　　政センター、各地区公民館、市立図書
　　　　　館、させぼ市民活動交流プラザ、市　
　　　　　ホームページ、させぼNPO・ボランティア
　　　　　支援ネット（http://www.sasebo-npo.jp）
　　　　　※1月5日（金）から閲覧可能
応募方法　住所、氏名を記入の上、400字以内に
　　　　　意見をまとめ、同室へ
　　　　　煙郵送（〒857-8585　住所不要）
　　　　　煙ファクス（0956-25-9675）
　　　　　煙Eメール（kyodou@city.sasebo.lg.jp）
●お尋ね　市役所市民協働推進室
　　　　　　　　　　　　　（緯0956-24-1111）

「市民協働推進計画」策定に向けたご意見募集

「災害時要援護者登録制度」を実施します
　災害発生時に何らかの手助けが必要な人が「災
害時要援護者」として登録し、災害の発生前や発
生時に支援を受けるための基となる台帳を作成し
ます。対象は、市内に在宅で生活し、「災害時要援
護者登録台帳」に登録を希望する人です。

《対象者》 
煙一人暮らしの高齢者または、高齢者だけの世帯
　（65歳以上）
煙介護保険の要介護3～5の認定を受けている人
煙身体障害者手帳の1級または2級を持っている
　人（肢体不自由、視覚障害、聴覚障害）
煙療育手帳を持っていて、程度区分Aの人　  など

《登録方法》
煙申請書兼登録台帳に必要事項を記入し、申請す
　る　
　※地区の民生・児童委員を通じても申請可能

《申請書兼登録台帳設置場所》
煙保健所内・総務企画課、市役所長寿社会課・障
　害福祉課（配布・受け付け・設置）
煙各支所、各行政センター（受け付け・設置）
煙地域包括支援センター（設置だけ）

●お尋ね・申請先　保健所内・総務企画課
　　　　　　　　　　　　　（緯0956-24-1111）

講 演 会


